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第２ 想定災害

１ 想定する地震

本計画で想定する地震は、北海道防災会議地震専門委員会で、「北海道の

想定地震」として決定された次の「３つの伏在活断層（図４）による札幌

市直下型地震」とする。

(1) 野幌丘陵断層帯

(2) 月寒背斜に関連する断層（月寒断層）

(3) 西札幌背斜に関連する断層（西札幌断層）

マグニチュード 最大震度 震度６強以上発生面積（㎢）［札幌市内］

野幌丘陵断層帯 ７．５ ７ ４４（ ４．０％）

月寒断層 ７．３ ７ １６９（１５．１％）

西札幌断層 ６．７ ７ １２２（１０．９％）

※以下第２掲載の図及び表は札幌市防災会議の資料から抜粋

（図４）
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（図５：本庁舎周辺の震度分布図）

※ ３つの断層による地震の震度を重ね合わせ、最大震度を表した分布図

＜主な施設の震度＞

施 設 名 震 度

北海道庁本庁舎 ６弱（一部６強）

〃 別館 ６強

北海道警察本部 ６強

北海道議会 ６強

札幌建設管理部 ６弱

道民活動センタービル（かでる２・７） ６強
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２ 札幌市直下型地震の被害想定

(1) 建物被害
野幌丘陵断層帯 月寒断層（最大） 西札幌断層

夏 冬 夏 冬 夏 冬

全壊棟数 ７，３７３ ８，０２６ ３０，２１８ ３３，６１１ １８，３７７ ２０，３３６

半壊棟数 ３３，７２８ ３７，３６６ ７１，０７３ ７８，８５０ ４９，０４４ ５４，３００

全出火件数 ２１ ９５ ７０ ３１４ ４３ １９８

焼失棟数 ７１ ３８２ ２５５ １，４０５ １５６ ９５７

(2) 人的被害 （単位：人）

野幌丘陵断層帯 月寒断層（最大） 西札幌断層

死 者 重傷者 死 者 重傷者 軽傷者 死 者 重傷者

５時 ３６５ １，０５４ １，７８９ ３，１２３ ２７，５００ １，０４６ １，９１０

夏 １２時 ２５３ ７５４ １，３１８ ２，３７８ ２０，９１９ ７７２ １，４７９

１８時 ２５４ ７５７ １，３２５ ２，３９１ ２１，００６ ７７７ １，４８８

５時 １，７０７ ９５８ ８，２３４ ２，４１１ ２８，００３ ４，６９０ １，５３５

冬 １２時 １，２８２ ６８０ ６，５７４ １，８０５ ２１，２０４ ３，７６６ １，１８５

１８時 １，２９３ ６９４ ６，６１９ １，８５０ ２１，３８０ ３，７９３ １，２１３

※ 冬：発災後２時間以内に救出されない場合に凍死すると仮定したもの

(3) ライフライン被害（月寒断層による地震の場合）

上 水 道 電 力 都市ガス
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３ 想定する洪水

本計画で想定する洪水は、札幌市の洪水ハザードマップにより、本庁舎及び別館庁舎周辺

は０．５ｍ未満の浸水深とする。

（図６:本庁舎周辺の洪水ハザードマップ）

４ 想定する大規模停電

本計画で想定する大規模停電の期間は「大規模災害発生時における地方公共団体の業務継

続の手引き」（平成２８年２月 内閣府（防災担当））に基づき、１週間程度とする。

※「大規模災害発生時における地方公共団体の業務継続の手引き」５８ページ

『・・・停電の長期化に備え、１週間程度は災害対応に支障がでないよう準備することが望ましい。』


